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気象の文献に使われる国語

（Met．Mag．Vo1．91，No．1082，1962から）

　園達での公用語は英，フランス，ロシア，スペイン，

中国の5力国語で，これら公用語については同時通訳が

行なわれるということであるが，世界の気象人の間での

知識の交流が，どのような国語を使って行なわれている

かを知ることは，気象学を世界的な視野に立ってみる場

合，あるいは日本語の立場を客観的に認識するためにも

必要ではなかろうか．

　G．A。Ba11が，1960年10月から1961年3月までの6

カ月間に，イギリス気象局図書館の受けいれた図書およ

び論文（観測結果やその概要だけをのせた年報のような

荏、のは除く）に用いられている国語についてしらべたの

が．第1表である．

　これによれば，英語が最も重要な国語であり，第2位

はロシア語で，ドイツ語，フランス語，日本語はこれに

つぐが，ロシア語には遥かに及ばない．

　この調べより以前に，1950年から1954年までの“Me－

teorological　abstracts　and　bibliography”にのった

24，500の抄録についてM・Rigbyが調べたものがある

（第2表）．

　第1表と第2表を比べると，ロシア語の比率の増加が

目だつが，．これはソ連の出版物の増加によるよりも，近

国語の種類 英　　語 ドィツ語

第1表　国際十進分類法による551・511として
　　　　分類される図書および論文について

国語の種類

英

ロ

ド

フ

日

イ

　　　　語

シ　ア　語

イ　ツ　語

ラソス語
　本　　語

タ　リア語

ブルガリア語

ハソガリア語

スペイ　ソ語
中　　国　　語

ポーラソド語

チエツ　コ語
南アフリカ
公用オラソダ語

図書および論
文の数

数 比率

96

38

10

6
8
2
3
3
2
3
1
1

1

　　％
55

22

　6

　4

　5

　1

　2

　2

　1

　2

＜1

＜1

＜1

ぺ一ジ数

ぺけ　　　比率ジ数

2221

561

121

　87

　53

　26

　20

　19

　19

　18

　9

　6

　70％

　18

　4．

　3

　2

＜1

＜1

＜1

＜1

＜1

＜1

＜1

3　　＜1

年西方諸国でロシア語の気象に関する文献の入手が容易

になったためであろうとG・A・Ba11はいっている．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤本成男）
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